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備
え
た
地
域
活
性
化
が
紹
介
さ
れ

た
。現

在
、
新
十
津
川
町
は
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
模
索
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
が
、
素
材
を
生
か
し

た
各
種
加
工
も
視
野
に
入
れ
、
多

面
的
な
角
度
か
ら
新
た
な
発
想
や

知
恵
を
出
し
あ
っ
て
、
再
考
し
て

み
る
の
も
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

空
知
町
村
議
会
議
員
研
修

会
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講
演

「
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ

い
て
」

７
月

日
、
長
沼
町
に
お
い
て

10

管
内
よ
り
約

名
の
議
員
等
が
参

200

加
し
、
総
務
省
の
山
崎
重
孝
氏
を

招
い
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

構
想
の
目
指
す
べ
き
方
向
は
、

①
中
心
市
と
周
辺
市
町
村
が
相
互

に
連
携
し
て
役
割
分
担
を
す
る

②
中
心
市
の
機
能
と
周
辺
市
町
村

の
機
能
が
有
機
的
に
連
携
し
「
定

住
」
の
た
め
の
暮
ら
し
に
必
要
な

諸
機
能
を
総
体
と
し
て
確
保
す
る

③
「
自
立
」
の
た
め
の
経
済
基
盤

や
地
域
の
誇
り
を
培
う
分
権
型
社

会
に
相
応
し
い
社
会
空
間
の
形
成

を
構
築
し
魅
力
あ
る
地
域
の
形

成
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
に
は
各
自
治
体
の
緊
密
な

連
携
が
重
要
に
な
り
、
医
療
、
福

祉
、
交
通
ア
ク
セ
ス
等
、
総
括
的

視
野
で
合
理
的
か
つ
機
能
的
な
整

備
を
行
い
、
ま
た
観
光
、
産
業
、

歴
史
、
文
化
な
ど
互
い
の
特
徴
を

生
か
し
つ
つ
地
域
資
源
に
よ
る
魅

力
あ
る
住
環
境
整
備
を
目
指
し
、

地
方
圏
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
を

図
る
と
結
ん
だ
。

市
町
村
議
会
議
員
政
策
講

座
（
行
財
政
基
本
コ
ー
ス
）

岩
木

雅
徳

８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
の
４

日
間
、
千
葉
県
幕
張
の
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
、
市
町
村
議

会
議
員
政
策
講
座
の
研
修
を
受
け

て
き
た
。

①
分
権
時
代
に
お
け
る
地
方
議

会
へ
の
期
待

②
地
方
行
政
の
現
状
と
今
後
の
展

開
及
び
課
題

③
分
権
改
革
と
地
方
財
政
の
展
開

④
公
会
計
制
度
改
革
の
概
要

⑤
自
治
体
の
戦
略
的
経
営
改
革

な
ど
の
講
義
と
、
議
会
基
本
条
例

制
定
に
取
り
組
ん
だ
三
重
県
伊
勢

市
議
会
の
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

た
。全

て
に
お
い
て
中
身
の
濃
い
講

義
で
あ
り
、
特
に
公
会
計
制
度
改

革
に
関
し
て
は
、
公
認
会
計
士
３

名
に
よ
る
概
要
説
明
か
ら
具
体
的

内
容
の
説
明
、
計
算
書
の
作
成
、

財
務
諸
表
の
見
方
ま
で
、
こ
と
細

か
く
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
課
題
演
習
と
し
て
「
議

会
と
住
民
の
あ
り
方
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
４
日
間
討
議
す
る
機
会
が

あ
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

名
30

の
議
員
の
方
々
よ
り
現
状
や
問
題

点
な
ど
の
報
告
や
提
言
が
活
発
に

行
わ
れ
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

議
会
基
本
条
例
制
定
に
関
し
て

は
各
地
の
温
度
差
を
感
じ
た
。
参

加
し
た
議
員
の
中
で
数
カ
所
の
議

会
で
は
既
に
制
定
し
た
議
会
も
あ

り
、
制
定
し
た
意
義
を
発
言
し
て

い
た
が
、
疑
問
視
す
る
声
も
あ
り
、

ま
た
考
え
て
い
な
い
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。
条
例
内
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
な
い
議
会
で
も
開
催
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
ぜ
ひ
開

催
し
た
い
と
の
意
見
も
出
て
、
具

体
的
事
例
の
紹
介
も
行
わ
れ

た
。本

町
で
行
っ
た
常
任
委
員
会
で

の
出
前
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、

多
く
の
方
々
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
テ
ー
マ
を
も
っ
て
の
意

見
交
換
会
は
や
り
や
す
い
の
で
は

と
好
意
的
に
受
け
止
め
て
い
た
。

町
の
貴
重
な
財
源
に
て
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
心
よ
り
感

謝
し
、
今
回
の
研
修
内
容
を
よ
り

深
く
理
解
習
得
し
、
今
後
の
議
会

活
動
に
生
か
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
。
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８
月

日
に
衆
議
院
選
挙
が
終

30

わ
り
、
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
政

権
交
代
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
の
一
般
質
問
で
も
新
政

権
に
対
し
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
が
、
町
長
も
未
だ
先
が
見
通
せ

ず
不
安
や
懸
念
の
方
が
多
い
よ
う

で
す
。

群
馬
県
八
ッ
場
ダ
ム
に
対
す
る

国
の
方
針
は
、
地
方
行
政
や
住
民

に
混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
。
ど
ち

ら
が
是
か
非
か
？
は
、
き
っ
と
歴

史
が
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

当
町
の
徳
富
ダ
ム
は
、
供
用
開

始
が
１
年
遅
れ
た
も
の
の
、
本
体

工
事
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
、
平
成

年
に
は
完
成
す
る
と
予
想
さ
れ

23ま
す
。

徳
富
ダ
ム
完
成
を
機
に
、
国
政

に
対
し
、
住
民
・
議
会
・
行
政
・

受
益
者
と
負
担
者
が
共
に
地
域
の

あ
り
方
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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